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令和 6年度 第１回 中野市立図書館協議会会議録 

開催日時  令和６年７月４日（木）午後２時 58 分から午後 3時 50 分 

開催場所  中野市立図書館 ２階会議室 

〇出席者（委員）馬場伸一郎委員、牧野一雄委員、西原芳子委員、小田切勝利委員、 

竹内昭江委員、郷道哲章委員、松本則夫委員、小島佐和子委員 

〇欠席委員 宮本博委員、宮澤務委員 

（事務局 教育委員会図書館） 大塚館長、町田副館長、北原副主幹、土屋副主幹 

 

会議内容 

１ 開 会 (事務局:副館長) 

  ・出席委員数が 10 名中 8名参加、条例に定める過半数出席、会議の成立を伝える。 

２ あいさつ (事務局:館長挨拶) 

 

３ 自己紹介(次第資料添付名簿順に自己紹介) 

 

４ 会長の選出について(事務局:副館長) 

  ・事務局副館長から会長について説明後、委員全員の承認あり 

  ・会長には馬場伸一郎委員 （以降、馬場会長が議事進行する。） 

 

５ 会議事項（以降、馬場会長、会議事項進行） 

 

 (1) 令和 5年度市立図書館事業報告について（Ｐ１～8及び資料 4を副館長説明） 

（質疑） 

委員：北部分館の土曜の開館時間が午前中のみで、西部は、土曜日午後５時まで開館してお

り、北部と西部の土曜の開館時間が違う。諸事情があるということだが、統一され

るよう検討していただきたい。 

事務局(副館長):利用されている方のご意見等もお聞きしながら、今後検討させていただきま

す。 

委員:広報なかの、ホームページでの広報活動のほかに、博物館や中山晋平記念館、高野辰之

記念館などの施設でもやっているフェイスブックでの発信を、第 3 の情報発信とし

て図書館でも実施する考えはないでしょうか。 

事務局: ＳＮＳについての有効性は、職員全員承知している。ＳＮＳに関しては図書館の場

合は、本の紹介という形になりますと、著作権等の問題があり、現状、すぐに出来る

とは考えてはおりません。ただし、本の紹介自体を、今よりも広げたいと考えてお

り、この 7 月 1 日から、カウンターに、パソコンを置いて、新刊の紹介をできるよ

うに、なるべく多く皆さんの目に新刊が触れることを考えて始めております。 

委員:図書館では、資料 6ページ以降でイベント等がんばっているので、たくさんの方に知っ

ていただく意味で、SNS で紹介していただければということで、引き続き検討をお願

いします。 
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(2) 令和 6年度市立図書館の運営について 

※副館長から資料のＰ9(2)〇運営方針について、P10〇事業計画について、資料によ

り説明 

※館長から別冊中野市立図書館改修工事計画について 

・資料１ページ目、■目的、■リニューアルの内容について説明 

・資料２ページ目、リニューアルの内容１ページの続き、■事業費概要事業期間につ

いて説明 

・資料３ページ目・改修全体レイアウトについて説明、 

・資料４ページ目・図書館の外周について説明、 

・その他として照明の LED 化工事については、２か年で実施する予定ですが、リニュ

ーアル工事との金額の調整の関係もありますので予算の範囲内で今年度は実施した

いと考えています。 

・開館時間の延長については、リニューアルオープンにあわせて試行的に平日の開館

時間を１時間延長したいと考えています。背景としては駅前のビジネスホテルが開業

し人の流れが変わったこと、市役所では午後９時まで２階のサロン等を開放し若者の

居場所として利用者も多いことから、駅に隣接している図書館も新たな利用者を獲得

するため、ライトアップ等による光の演出、開館時間の延長により更なる利用者の利

便性を図るため実施するものです。 

 

 

（質疑） 

委員:児童開架コーナーの書架はこのリニューアル工事により増減はあるのでしょうか。 

事務局(館長):若干は少なくなります。 

松本委員: このリニューアル工事により、書架が児童の手の届かないような高い位置に蔵

書することはあるのか。 

事務局(館長):蔵書等を高くしては児童には、危ないこともありますので、位置については

いままでどおりと考えています。 

委員:児童のコーナーのリニューアル工事はファブリックではないですが、親子でいっしょ

に楽しめるようなリニューアルになるのか 

事務局(館長): 改修全体レイアウトでは親が見守れるエリアで標準的な配置になっていま

すが、水盤側には、スクリーンを設置したり、遊具等も移動ができ、多目的なエリア

として親子でいっしょに楽しめるようにしたいと考えています。 

委員: 現在、レファレンスコーナーで、ご自身のパソコンを持ち込んで利用していると思

うが、リニューアル後はどこでパソコンを持ってきた人が利用できるのか。  

事務局(館長): 資料３ページ目・改修全体レイアウトス図のサービスステーションの壁の

ところに電話ボックスのようなものが３個並んでいますが、そこがソロワークスペ

ースということでパソコンの利用が可能です。 

委員:スタディスペースは現在の閲覧室のような使用か。 

事務局(館長):使用方法については、現在の閲覧室と同じ使用方法になります。 

委員:図書館の外周にプロジェクーを設置するようなっているが、東京都庁のプロジェクシ
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ョンマッピングのようなものを想像すればいいのか、映画等を上映するような使い

方になるのか、公園のリニューアルの考え方はどうか。 

事務局(館長): 図書館の外周図面、基本的にはライトアップを考えていおり、玄関正面の

石畳(玄関前ピンクの部分)のところにはプロジェクションマッピングのような動き

のあるものを考えています。西側の黄色い部分には光る石を敷いて夜でも歩きやす

いものにしたいと考えています。また、公園エリアについては、ライトアップを考え

ています。 

委員:リニューアル工事をすることにより図書購入費が減ることのないようお願いしたい。 

事務局(館長):基本的に図書費は減らすことのないように考えています。 

委員: リニューアル工事の工期的にいつからどのようになるのか。 

事務局(館長): 10 月 31 日までが工期となっておりますが、８月の上旬から外構工事から

始めさせていただき、市立図書館内の工事では、カーペットの張替え等があるため、

開館しての工事は難しいことから８月下旬から９月中旬に、かけて市立図書館を休

館にさせていただきたいと考えています。詳細な休館の日程については７月下旬の

定例教育委員会後に公表することになりますが、広報なかの７月号には８月下旬か

ら９月中旬にかけて市立図書館を休館することはお知らせします。また、外周すべ

てが完了して、市民の皆さんには、図書館まつり１０月２６日、２７日の際、そこで

のお披露目をしたいと考えています。 

委員:例年９月に行われている蔵書整理は、リニューアル工事の休館と併せて実施するのか。

それ以降に蔵書整理による休館はないということでよいか。 

事務局(館長):蔵書整理はリニューアル工事の休館と併せて実施しますので、基本的に９月

中旬以降に休館することはありません。 

委員：「中野市立図書館改修工事計画についての資料の２ページ目」交付金要望額

(42,850 千円)は、予定工事費(105,380 千円)に対して割り切れる数字 50％に

はならないのか。また、県費はつかないのか。 

 事務局(館長):予定工事費には、交付金の対象外経費も含まれていますので、交付金額が予

定工事費の 50％にはならない状況です。県費の補助はありません。 

     駐車場の整備図面ですがのオレンジ色のところはガタガタしているので打ち

替えをさせていただき、区画の白線が薄くなってきていますので、引き直し

をさせていただきます。 

委員: これだけのリニューアル工事をして人を集めるということになると、今の駐車場では

小さいイメージがあるのですが、何か考えていることはありますか。 

事務局(館長):リニューアル後の利用状況の経過を確認しながら今後駐車場について考えて

いきたい。 

委員：リニューアルに関してアンケート調査を実施したと思うが、アンケートの意見を反映

されているものはあるのか。 

事務局(館長): アンケート調査の意見の中に、今までどおり静かな図書館を求める意見があ

りました。今回のリニューアルにより児童開架コーナーを子供が遊べる施設にする

ことから、音を少しでも遮断するため、入口のところに透明な壁を設け、現在託児

については、応接室を使用していますがベビーケアルームも新たに設置したいと考

えています。 
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委員:駐車場の間の植栽等があるが撤去して広く使えるようにしてはどうか 

事務局(館長):リニュ-アル後に利用状況を確認し必要であれば検討し考えていきたいと思い

ます。また、市立図書館の植樹・みどりがきれいだという意見もありますので、その

点も考慮しながら検討し考えていければと思います。 

(3) その他 

事務局:特にありません。 

委員:中町の８０歳過ぎたおじいさんが、図書館は図書館方式、図書館法の関係でよくやって

いるが、最近市の施設を外へ委託(指定管理)にだすという姿勢があるということを言

っていたが、 

図書館がこの場所に来る 30 年前には、市民会館の会議室だったり、陣屋県庁だった

り施設を転々とする中で、旧営林署の敷地の中で、中央公民館みたいな複合館で、ほか

の施設と一緒ではなく、単独館を作るということで、当時の館長さんが単独館の視察

に行かれ、立派な図書館を建設された。 

運営の一部を委託という方法をとるのは今の時代ということもあり、令和６年とい

うことでもありますが、中野市がどんな図書館をめざしているのか、中野市のカラー

を出して、できる部分については直営で運営をしていっていただきたいと思います。

その後に運営方法が変更になるのであれば、協議会に諮っていただいて、今後の運営

等について考えていただきたい。また、長野市以北でもおほめ頂く図書館でもありま

すので、今回はリニューアル工事についてのお話でしたが、人材、運営の中身について

も、市としてどういう図書館にしていくかということを大切にしながら今後運営をし

ていっていただきたいという要望でございます。 

 

事務局(館長):この６月の議会では図書館を指定管理にするとは、今のところ考えていないと、

市長答弁しておりますので、今のところないかと思います。 

ほかの図書館では図書館ビジョンというものを作っており、今後、未来に知をつなぐ

ということを検討していきたいと思っています。今すぐに未来像を示すことはできま

せんが、リニューアルを機に考えていきたいと思っています。 

 

６ その他  

  事務局(副館長):本日出席の委員報酬の支払いについて説明 

 

７ 閉 会 

事務局(副館長) 午後 3時 50 分 

。 


